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と

が

守

屋

真

彦

氏

北

澤

博

子

さ
ん

清
田
第
二
町
内
会

会
長

山

下

紀

雄

氏

桐
生
会
長
は
、
誠
実

。
勤
勉
な

方
で
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
に
情
熱

を
も

っ
て
お
り
ま
し
た
。　
一
部
強

引
な

一
面
も
あ
り
会
議

。
行
事
等

で

「
そ
ん
な
事
で
は
だ
め
だ
」
と

自
分
自
ら
進
ん
で
行
動
を
起
し
、

理
路
整
然
と
処
理
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
会
議
の
後
は
、
程
よ
く
酒
を

好
み
歌
の
文
句
で
な
い
が

「後
は

焼
酎
を
岬
る
だ
け
」
ほ
ろ
酔
に
な

る
と
カ
ラ
オ
ケ
で
十
八
番
の

「珍

島
物
語
」
「北
空
港
」
を
歌
え
ば

今
日

一
日
の
終
り
と
言

っ
て
い
た
。

強
引
な

一
面
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ

町
連

・
清
田
区
に
、
桐
生
会
長
こ

こ
に
あ
り
と
そ
の
名
を
残
す
こ
と

が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。

中

内

愛

子

さ
ん

寄
稿
を
お
願
い
し
た
中
内
さ
ん

の
奥
様
か
ら
、
次
の
様
な
丁
重
な

ご
辞
退
の
手
紙
が
参
り
ま
し
た
。

前
略

さ
て
、
こ
の
度
の
１０
年
誌
の
寄

稿
の
件
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
甚
だ

失
礼
と
は
存
じ
ま
す
が
お
許
し
を

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
喪
も
明
け
ず
、
そ
の
後
体

調
を
く
ず
し
、
自
分
の
気
持
も
整

理
出
来
ず
に
居
り
ま
す
。

清
田
区
誕
生
の
こ
の
期
の
町
づ

く
り
を
、

２１
世
紀
に
向
け
て
目
指

さ
れ
、
実
り
ま
す
よ
う
、
深
く
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（春
松
氏
夫
人
）

父
が
酒
好
き
の
せ
い
も
あ
り
、

連
町
の
役
員
は
酒
の
強
い
順
番
に

決
め
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
程
、

と
に
か
く
皆
さ
ん
集
ま
れ
ば
お
酒

を
飲
ん
で
い
た
よ
う
で
す
．

町
内
会
長
時
代
に
運
動
会
を
決

行
す
る
か
ど
う
か
で
、
父
が
気
象

庁
に
電
話
で
確
認
の
際

「小
雨
程

度
で
午
前
中
は
も
ち
そ
う
で
す
」

と
い
う
返
事
で
開
催
決
定
し
た
翌

朝
、
雨
が
降

っ
た
そ
う
で
す
。
父

は
早
速
気
象
庁
に

「話
が
違
う
ん

で
は
な
い
か
、
会
長
と
し
て
責
任

が
あ
る
．
せ
め
て
清
田
地
区
だ
け

で
も
何
と
か
な
ら
な

い
か
」
と

食

っ
て
か
か

っ
た
と
い
う
話
を
当

時
の
役
員
さ
ん
か
ら
聞
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
ｃ
何
と
も
無
茶
な
話

で
す
が
町
内
会
長
や
役
員
さ
ん
達

の
御
苦
労
が
、
今
に
な

っ
て
分
り

ま
す
。
　

　

（保
夫
氏
の
長
男
）

清
田
団
地
の
名
物
だ

っ
た
火
山

灰
も
今
は
お
さ
ま
り
、
大
を

つ
れ

て
の
散
歩
の
途
中
見
受
け
る
家
々

も
、
二
代
目
に
な

っ
て
建
て
替
え

ら
れ
、
清
田
地
区
の
歴
史
を
感
じ

さ
せ
ら
れ
ま
す
。

早
い
も
の
で
主
人
が
亡
く
な

っ

て
３
年
に
な
り
ま
す
が
想
い
出
の

一
つ
に
こ
ん
な
事
が
あ
り
ま
す
。

い
つ
も
よ
り
ひ
ど
い
腰
痛
の
あ
っ

た
日
の
町
内
会
の
会
議
の
時
、
当

時
副
会
長
だ

っ
た
川
崎
さ
ん
や
事

務
局
長
の
鈴
木
さ
ん
か
ら

「会
長

に
は
話
を
聞
い
て
も
ら
え
ば
良
い

か
ら
」
と
横
に
な
ら
し
て
も
ら

つ

た
の
で
す
が
、
テ
レ
ビ
の
人
気
番

組

「水
戸
黄
門
」
を
ま
ね
て

「良

き
に
計
え
」
で
や
っ
て
き
た
と
大

笑
い
し
て
ま
し
た
。
（治
氏
夫
人
）

ワ
」

ノ
ム
Ｈ

′
　
ロ

ゝ
Ｃ

ト
ト

ナ

て

■
■
■
■
■
■

本国
′Q】しヽ



・貿
ν
樹

，

「
―
「
型

，
「
■
―
＞
●
場

１
０
「
撃

，
つ
ｒｒ
別
■
ν
）

‘
，
９
´
‘
聖
剛
撃
〓
０
即

マ
半
■

，
Ｔ
詢
」
「
場
響

。９
９

，
■
∝

辞
ν
４
■
予
マ
習
γ
●
■
日

。
ヮ
Ｆ
Ｉ
半
Ｒ

一
辞
ν
■

ι

く
「

響

“
押

撃
Ｔ
り

１１
Ｒ
」

ｏ
γ
“
し
０
３

，
枷一

ソ
●
中
‘
Ｒ
‘
Ｒ

呉ヽ
υ
Ｏ
悧

■
１

「
「
ル

、
露
Ⅲ
”
峙

Ｈ
Ｙ

「
セ

袢
輸
●

‐―‐
Ｗ
７

・％
Ш
」

「

，
「
中
‘

，
マ

「
―
ル
ー

γ

‘
”
Ｙ
“

”
ツ
■
珈
↓
」

Ｒ
Ｉ

，Ｖ
М

，

珈
料

，
ｎ
２

・百
И

・Ｉ

予
期
７
■

，

‘
Ｍ
仙
π
＝

ヽ
■
日
川
雲

Ｙ

・，
「
Ｒ
聰
響

韓
り
■

０
■
血
ヽ

‐――
川
撃

・ラ

Ｍ
々

珈
湖

・０
０
９
‘

―
弯
マ
■

，
７
■

秘

●
ｍ

・
１１′
↓

Ｅ
γ
ι
γ
蒸
￥
珀
‘

ｅ
幸
醤

―

ヽ
Ｖ
「
璽
Ｏ
Ｒ
り
０
コ
⑫
“

・薫
＝
０

“
γ
喀
ル
■
・争
ｐ
繁

ｏ■

一
夕

，
ｌ
ｔ
■
「
■
立

“
Ψ

■
「
‘‐
脳
Ｏ
ｇ

。
ウ
ー

，
彗
イ

ン
ーーＩ
Ｙ

コ
ミ
Ｐ

，
日
鮮
Ы
謝
●

コ
“
口

・γ

Ｏ
イ
ル
０
「
γ

，

っ
Ｒ
ｔ

ヮ
■
曽
γ

，
ァ

■
Ｔ

。
ヮ

ー
，

■

●
コ
型

「
“
η
吝

“
一道
７
●
―

●

Ｏ
Ｒ
つ

・１
１

二
Ｙ

〓
‘
０

争
精
“

。■
＊
■
“
固
Ｖ

，
‘

，
９
当
宵
２
日

■
回

・
０
２

・
ッ
，
ュ
■
Ｒ
‘
Ｆ
γ
ｍ
■
ｖ
“
士

繁
平
ヤ

ン
■

■
車
１
■
Ψ
、

鵬

・り
曇
０

″
‘
―
‘
γ

し
‥り

，

一
は
０
＞

一
●
３
Ｙ
γ

・ヨ
―ヽ′

ｒ
く
詳
身
ゞ
―ヽ′
■
ぅ

，
■
）
響

３
ψ

・ツ
■
ゞ
Ｖ
７
＞
ｉ
ｎ
細

１
″
■

し
タ
ユ
紹
０

●
冽

Ｏ
Ｚ

■
●
ｏ
「

・Ｒ
回
ψ
回

“
鷺

。貿
ツ
■
９
η

‘
ン
ル

″
乙
‘

“
■

，
■
五

「
Ｒ
〓
）

い

＝

■
＝
一
■

一
夕

，
ｍ
ψ
■
■
Ｙ
●

ヽ
＝

い

，
ギ
ー１１１
■

Ｙ

・■

―
澪
「
″
）
ｒ

，
■

・
■

●
■

――‐‐
，
「
「
■

，
「
―――
留
■
●
諺

０
卍
Ｈ

・ｎ
■
■

・響
■
■
草

ゴ
こ
１

９
マ

「
●
２
Ｒ
叩
Ｐ
Ｘ

■
●
■
■
，Ｖ

・―
―――

，
〉
「

，Ｖ
靭

募^
，

１
７
■
珈
●
Ｈ
Ψ
Ｉ
コ
■

ＡＭ

ゝ

「

Ｒ

（■
珈
γ

ｌｌ‐
田
撃

，
”
）
‘
Ｈｖ
■
↓
Ｍ
仙
Ｘ
π
γ

＝
＝
黎
」
■
舅
Ｚ

“

‘
鮒

‘

↓
馴
Ｉ
ｐ
一
●
■
ｍ
■

，
蜘
‘
γ

中
＝
＝

ヽ

リ
１
１
“
‥
ｔ

●

Ｗ
■

‘
Ｖ

，

，
夕
つ
型
Ｏ
Ｒ
Ｉ

仙
＝
は

ヽ

９
「
型
Ｏ
Ｒ
摯

ｐ
ｎ
Ｏ
諭
γ
＞
０
‘
Ｆ

・珈

・―′

１
却
■

・４
■
「
ｒ
く

，
■

，

０
■
■

，

ｃ
夕
）
「
‘
マ
酬
Ⅲ

■
型
一
■
り
■
●
Ｘ
■
命

「
当
界

■
町
折
●
Ｈ
Ｙ
‘
■

，
Ｒ

「
υ

２

・γ
ｍ
●
Ｔ

ヤ

１１′

・■
詢
ι

悧
ι
Ｏ
「
セ

（‘
り
伽
丁
―

■

）
，ｖ
●
Ｔ
↓
印
ｍ
Ｈ
π
ｌｌｌ
駅

「
‘
＝
“
型

・■
”
は
翻

卍^

脇
）
マ
「
Ｆ
筆

「
鷺
γ

・颯

ン
Ｒ
中

，

ｏ
■

つ
“
γ

，
珈

●
Ｔ

・η

「
，

Ｗ
ア一
Ｙ
ｖ
観
「

■
ツ

，
マ
■
‘
Ｐ
」
副
側

⑦

押
対
■
０
■
場
菫

，

，
靭

●
オ
“

，
ユ
Ｒ

・９
７
雁
■

，

ｒ̈
＝

，
ｎ
２

・，
ｔ
鶴
●
郵

，

ｔ
腫
●

Ⅵ

・”
■
■
９

１１１
Ｙ

・
ッ
ｍ
Ｏ
■

，

■
尋
り
η
０
２

ヽ

ゞ
辞
Ｒ
ＩＩＩ

■
，
７

，
，

０
■

，
酪
一――――
ル
■

日
、

「
レ

ー
キ
ン

，

‘́
■
■

“
耐
――――

●
――――
↓

０
■
２

・‘

ワ
■

ｔ^
的
）
耐
――１１

●
桁
γ
一

彰
■
ツ
■
マ
■

０
■

■
百
↓

φ

（，
Ｖ
口
抽
Ｊ
）
↓
響
別
器

Ｔ
渕

■
即

川
■

「
ｔ

劉
」

ｏ■
つ
〓
Ｐ
口
■
η
望
９
「
Ｙ
Ｉ
）
ω

，

。‘
事
ｎ
準
Ｙ
Ｏ
Ｙ
〓
γ
υ

，
“
皐

，
率
達
ニ
ツ
畔

Ｙ

コヽ
９
０
「
肇
疇

，
ｎ
？
響
酵
り
０

，

・２
摯
９
‘
予
確
）
「工
〉
一〉
ヨ
エ〉
Ｍ
島
￥
中
田
事
」

写巫炸々
■
●

ｏ
キ
ｍ

・≠
イ
■
咄

・
ッ
“
ユ
γ
■
・「

“
，
，
Ｒ
川

ュ

‐―‐
●
０
■
●

で―
マ
謝
ツ
功
Ⅵ

”
■
２

１
＞

，
響
Ｗ
●
■
珈

「
，

３
ν
■
準
■

，
■
レ
「
刻
‘

，
マ
秘
Ｗ

，
ユ

ア
，

一
ｍ

ｌ
は
「
―
■
●
夕
」

埒虐写
Ψ

●
珈
■
「

“
“
“

■
■
γ
■
″
И

●

「
冽̈
τ
＞
０
‘
Ｆ

「
―

，
，
■
「
‘
９

“
“
●
ν
゛
■

，ｖ

リ
ーーーー
”
●
９
“
」

●
ツ
ゞ
ヽ
　
ｍ

マ
ン
ヽ
９
■

「
烈
Ｖ

・■

Ⅵ
Ｘ
■
「
■

い

。ツ
ク
ユ

●
０
■
７
耐

，
Ｉ
”
ヽ
４

，

１
「
コ

■
コ
リ
サ
■
ヽ

‐―‐

「
７
「
ｒ

”
０
「
叫

，

■
ギ
■
０
↓
Ｈ

●
一”
職
π
」

，
■

，
噸
■
●

，
７
γ
●

‘
‘
‘
ヽ
７

・Ｒ
●

，
■

「

“
ａ

Ｖ
Ｉ
Ｖ
，
　
・鼈
Ⅵ
ワ
■

Ｆ
‘
「
＝
１，１
０
「
●

聯

半
■
ン
ー１１
９

′
●
１
＋
「
半
」

ｏ＞
Ｗ

“
Ｈ
■
●

０
神
ヽ
″

・■
■
●
■

、
■

，
■

「
鵜
γ
■
Ｒ

（ｍ
↓

―
，

■
）
り
に
珀
）

●
一７
●
Ｔ

・Ｗ
，

つ
響
↓
●
Ｉ
ｍ

「
‥
ｆ

・
ワ
■
っ
■
う

し
■

，
一Ⅵ
ＩＩ
“

「
ツ
ｎ
＝
０
）
■
」

０
一■
―１１

ヽ
市

川
撃

“
―
‘
コ
ン
「
沖

十

１

”

ル

■
０
■
■
■
２

″
素

●
”
場
■
●
＊
Ｖ

・リ

Ｗ
Ｈ
Ｚ
“
―

ヽ

―――‐
サ
■
●

号

Ｐ
￥

割

ヨ

奉

潮
型
＝
り
■
■
蜘

γ
ｉ

璃

ヨ

Ｔ

ヽ
Ｌ
！‘！―
サ
■

Ｙ
工
一現
π
癖
日
彗
１
く
準

（４
即
　
ざ
＝
γ
協
）

。■
ｒ

ｌ
ユ
０
「
）
“

，
ｐ
笙

「

”
苺

・Ｒ
■
＊
―――

ゞ
Ｉ
Ｉ
鷺

，

０
，

０
珈

―
ヽ

「
ヽ
―――１
０
γ

セ
や

γ
ギ
マ
締
●
半
＝
ヤ
■
よ

■
ｒｒ
彰

つ
０
■
●
ヨ
γ
“
π

“

ヽ
■

●
竹
４
‘
す

●
＝
半
■
２

■
，
′

「

「
ツ
■

コ

ーー
‐Ｖ

ｔ
●
‐‐‐
，

ワ
）
０
準
）

・■
つ

ゞ
取
■
●
り
社

，
ユ
「
激
＝

，

０
，
■

し
γ

「
中
ン
●
リ
１１１１

・
…
…
“
こ

，

７

ｏ
■

，
「
イ
ー

コ
驚
攣
ヨ
孝
章
暫

）
業
騨
理

コ
珊
里
平
ｃ
軍
鮮
宰
〓

「
ｖ
ｌ

■
　
Ⅲ
γ
）

響
■

・
■
●
１
１１１
卜
“

“

ヽ
■
ｒ

●
，

”

・
Ｒ
■
１１ｌ
ｍ
ｒ
リ
ツ

ア
ｎ
襴
――――
■
”
米
―
●

Ｈ

・
――

Ｍ

ヽ
´
０

「̈
”
一”
■
潮

″́
珈
―

●
蜘

，
ｖ
■
―――

＝
＝
一

――――

∽
，

手

ｏ
・
Ｉ
■
■
一
■
１１１‐
”
Ｉ
Ｂ

・７
耐

，
■
７
班
詢
―
「
■
“
ヽ
４

季

――
，

ｐ
一
ｍ

，
押
場
■
コ
■
喘

■

一
“
ュ

ー
抽
●
Ｍ
り
０
■
〓

ユ
■
９
“
一コ
■
フ
●
■
抽
＝

準
圏
９
■
靭
ヨ

￥
中
国
襲

919(,―188

8820-[88

習
暮
暉

欝
鴨
口
軽
田
鞠

目
曇
鮮
ユ
コ
±
≡

1‐翠

11,リ

、/  レl  I口  響
`  ,|ギ

 Y  彗

営  `  り
`  1,|

≧「 〔lギ 単 剤

醤

`r¥|」

ロイ
`イ

ー
`lミ`4

:‖γ
`単

」,イ星

↓ ″ヽ 」口 〔口 1`:E当I■↓ηl`シ

「

・
】,躍η′例χ rr」

】ウレI I」・坐|■
'り

:|′■
'謝

■
'

:J Y r.,l t{ + l?r
つ′ |キリ 羊: 11ま ユ′ ‖

■|  」口  鵜1弔 予ピ 1“ 1, ‖

Inl 平■

,17■ 1111γ」

」ヽり¥ V

Iり  IIド||

●| くと`
`′

サ」 :|′P‖

|サ|

,||メ,りlilや

`

ラ 時
|

I」予 11:

ヽ:I PIII】↓レl f口!|!1猶躍4′省r ll'聾

薔
`:`|」

■γ l11峰1 1('トロ14制肇■)営に
'「

雪

首
` 

■1 ∫口:し1 

“

 |(管
",辛

I半)哲。1聟

】

` '1 11 1」
γヽ l(γ

"'3■
)醤↓i雪

艤
場
響
一

一

ラ

一

ミ

癬1「

iI I liil

i■ り ア  ヽア 、/

`,|.|.■

,

"01'夕

「t,‐1,`“.|

彰シロ炒

`尋
ヨ

`申
珀図幣¥中田旱

`

OSIC-888】0-:1聟
!

】↓し|∫|||り11)■fl!|

91ι乙―Z88

87ι8-888¥ 藝■.:

ι〔)IZ―188η:  理11“

C,  14“|

'869-188
(,9ι9-188

S201-8R8

′,:ιI―]88

84SZ-888

″II黎U ツタ|

``埠

 11`η「

ルヽヽ′ "111i

,,18〔|―(188

88ι()―]88

9800-188Y吉∫ ヨ■

1)ヽ9Z-188

T:` コ
!

い1011(OI」′ZW■1. き,霊 OFユ彗伽 図剛¥ф田望

勁

琴辱菫議懸磯

轟鋼穏中饗駿

■1 ,」



υ

〕
1

dP
″
a

■

清田 7条 2丁 目7-3

細海誠男さん 書



ｏ
７^

●
以

●
一国

尋

軍
聯
以
即
》

￥
中
利
摯
鷺

ｇヽ
γ
゛
多
多
童
Ｏ
平
以
諄
孝

多ヽ
γ

い
以
●
図
尋
軍
ン
以
騨
ユ〉
口〉
靭
餃
示

ｏ
７
●
ユ
０
宗
コ
葦

計
ｑ
目ヽ
９
γ
γ
η
館
［尋
鯉
渤
）
γ
ゞ
首

半ヽ
↓
朝

多ヽ
γ
澤
ュ
コ
響
尋
憂
剛
９

ｑ
日ヽ

ｑヽ
ルヽ
η
尋
゛
尋
士
鮮
⑦
軍
酵
可

日事
以
■
７
士
鮒
⑦
γ
ヽヽ
首

国ヽ
⑦
ツ

ｏ
ツ
王
引

η
監

Ｙヽ
叫
引
ュ
〉
Ｙ
障

６ヽ
Ｙ
コ
耳
⑦

曇
↓
鱈
和
釜
尋
日磁
努
γ
い
よ
γ
幽
「
耳

】事
０
）
＞
昔
）
γ

，
■
善
⑦
γ
、平
首

ｏ黎
暉
■
ユ〉
馴
目一一環
≫
日揮

靴ヽ
暮
背
〓
寺

石
唯
別

６ヽ
Ｙ
当
冥
黎
■
力
花
唯
訓

ｏ
フ
コ
争
睡
引

夏
撃

γヽ
７ヽ
ウ
ン
イ
尋
猿
ジ

・業
董
斎

中
畔
田
ヨ
Ｙ
回
中

νヽ
丁
寺
ＩＩ
Ｉ
Ｙ

γ
♀
旨

霧

黎

畔

⑦
暫
麟
畔
つ

イヽ
Ч
レ
イ
畔
￥

―
，

■
■

ヽ

(3MI日早軍)回¥撃単 1幸早 ||1士藷身γヽ覇割

墓Y醤皿詈Vey回ラ 
｀
Z 

｀
I彰

穆T―ィ4■単酵影¥幸日

警Y習準警回9彰
｀
回ヤ彰

謝T予ユ雷率日

〉要み蔚計⑫4r―イYヽ一∠率日

6661 -966L

ZS61^-086L
8861ヽ8́ι6L

ヨ馴Y絆早



崚藤嬌啜

鶉

辣

鶉

爾 藝 ゝ



OI II Z1 81 シI SI91 91 ZI Z1   81OZ   ιZ Z      8

7,1日
γ

砒最

ヨ田

丁ヨ

早l―

冨日早

|lf 手Ψ

ユ回

醤
担
担
ジ
ヨ
ン
コ
￥
中
田
事

翻回騨■1日理

判 ヨ摯―

幸   手ψ辛

外―翠単日早

（γ
９
■
静
Ｍ
中

Υヽ
騨
畔
■
印

γヽ
♀
■
斜
書
畔

Υヽ
‘
）耳
ヨ
ニ
）

…

…
…

…

…
…
…
…
…

…
…

…
…
…

…
…

…
…

…
ゞ
マ
コ
孝
γ
ヤ
と
マ
「
く
孝
γ
「
く

（甲

●
最
⑫
Υ

シ
）

（Υ
徘
畢
Ｍ
中
響

Υヽ
畢
軍
下
畔
響

Υヽ
撃
書
畔
η

Υヽ
￥
着
冒
キ
凛
）

暴
“
唯
シ
０
蟹
摯
コ
Ⅲ
｝２
専
日
ＯＬ

）

ψ

”

Ｏ
ｔ

ＯＬ

■

‥
―
砂
用
｝⑦
下
藻
情
ヨ
珈
―

）
則
９
二
用
畔
撃
事
　

Ｌ

上

ｕ

Ｖ

ｄ

ヱ
〉
網
涯
覗
｝

■

（考
百
口靴
ヽ
コ
　
担
撃
褒
￥
中
田
事
）

号
百
口諺
Ｖ
ョ
　
ユ〉
口ｖ
ヨ
ヱ〉
甲
珈
図
碑
￥
中
日
襲

…
…
…
…

コ
一刈
一７
●
■
７
９
７
〕早
利
以
た〉

…
…
…
…
…
…
…
車
紳
目
車

Ｃ
評
曹
孝
薫
百
面

コ
酔
⑦
ヤ
…
箸
軍

●
駒

…
…
…
…
‥
引
章
口一
言
〉
尋

「
準
鳶
ず
尋
田
聾
ギ」

・
車
準
脚
丁
ｑ
申
哺
辞
年
９
Ｃ
Ｏ
考ヽ
日
針
軍
陣
ヨ
ｍ

■

昇
冥
確
コ
卑
単
罰
Ｗ

営
撃
ユ〉
撃
単
罰
畔

普
図
図
田
撃
単
罰
Ｗ

吾
卑
単
罰
Ｗ

…

…

営
諺
ヨ〉
口〉
翼
ユ〉
Ｍ
血
図
碑
￥
中
田
撃

晋
】
〉
ュ
〉
口〉
褒
ユ〉
Ｍ
如
図
畔
￥
中
国
製

…
…
…
…
…
…
…

準
離
尋
古
日

ＯＩ

…
…
…
…

以
■
俳
尋
寺
日

ＯＩ
下
障

／ュ
主

哺ヽ
Ｒ

Ｆ
ι

アヽ
２
９
イ
寺
日
一ＯＩ

…
…
…
…

以
η
稚
尋
寺
日

ＯＩ
丁

，障

…
…
…

準

工^
哺ヽ

卜ヽ
Ｆ
ι
、ア
ａ
Ｏ
学

癬
諄
Ｆ
Ｏ
腱
霧
奨
ｗ
〉饉

■

目 γ

□



■
冒
轟
嚢
ヨ

■
■
■
■
■
■
一

体
育
部
、
女
性
部
、
交
通
安
全
対
策
部
、
環
境
衛
生
部
、
福
祉
厚
生
部

防
災

。
防
犯
部
、
青
少
年
育
成
部
、
清
田
通
り
早
期
開
通
促
進
対
策
委
員
会

■

紹

介

し

ま

す

清
田
中
央
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
協
議
会
　
‥
…
…

次

清
田
中
央
地
区
子
供
会
連
絡
会

清
田
中
央
地
区
地
域
の
子
供
を
育
む
会

清
田
中
央
地
区
児
童
生
徒
事
故
防
止
合
同
対
策
協
議
会

清
田
中
央
地
区
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
同
好
会
　
・

目

■

座
談
会

Ｐ
Ａ
Ｒ
丁
２
　
お
陰
様
で
１０
周
年
＝
町
連
、
今
後
い
か
に
あ
る
べ
き
か

■

ア
ン
ケ

ー
ト
・
町
連
５
０
１
２
世
帯
＝
全
会
員
に
聞
き
ま
し
た
　
…
…
…
…
…
…

■

資

料

編

…
…

編
集
委
員

・
編
集
を
終
わ

っ
て

■
■
■
■
■
■
■
■

１８
町
内
会
の
横
顔

（東
連
絡
協
議
会
、
南
連
絡
協
議
会
）

■

こ
ん
な
こ
と
や

っ
て
ま
す

ヽ

日

…
…
…

清
田
中
央
地
区
町
内
会
連
合
会

‥
…
・

３４

‥
…
…
‥
…
…
…
…
…
…
…
‥

町
連
各
専
門
部

‥
…
・

４４

田丁
連
を
ル

り
巻
く
組
織

工
な
タト

=16

団
体

編
集
委
員
長
　
加
賀
谷
正
光

…
…
・

８０ 69   63   55   54 53 52 51 50

清
田
中
央
地
区
町
内
会
分
布
地
図

町
連
だ
よ
り
第
１
号

（町
連
発
足
）

6  6  4

表

紙

題

字

・

色

紙

豊

平

川

ス

ケ

ッ

チ

清
田
団
地
元
町
町
内
会
　

一測
一猾

誠
男
さ
ん

…
…

武
義
さ
ん

…
…

清
田
高
台
町
内
会
　
土
目
村



-01-

ｏ準
準
η
γ
゛
７
徘
諄
「い
⑫
以
γ
爾ヽ

尋
↓
日
ＯＩ

コヽ
Ｔ
■
申
●
訓
繁
尋
γ
舅
Ｆ
７
叫
啄
Ｆ
⑦
ヽ
具
警
褒
珈
孝
朝
璽
肇
⑦
辮
昇
⑦
営
ユ〉

ｏ準
準
コ
Ｔ
■
申
●
〕壽

嗜
尋
ア
コ
ツ
７
以
■
γ
髭
以
η
計
目
尋
監
￥
⑦

「６
＞
多
％
準
ι
Ｔヽ
ヾ
⑦
■
以
η
ツ

ヽ
●
Ｔ
）
■

≫
ツ
艶
」
シ
ヤ
以
↓
醗
⑦
ユｖ
口〉
褒
床

，ヽ
多
を
■
彗
畔

，
鱒
ψ
γ
讐
孝
看
畢
⑦
？
颯
影
γ
準

ヽ
゛

叫
尋
暫
習
Ｔ
Ｆ
⑦
梨
昇
⑦
幣
碑
コ
革

，
７
慟
↓

撮ヽ
識
澤
腫
尋
〕手
事
⑦
Ｙ
〓
ギ
利
回

一
営
諺
％
γ
Ｗ

）ヽ
γ
■
準
６
９
多
童
＊
甲
●
■
宰
彰
￥
ι
￥ヽ
２
●
γ
辞
尋
普
ュ〉
胆
田
一Ｍ
中
マ
普
》
田
一干
叫
７
●

ｙ
７
●
糞́
計
Ｆ
以
０
下
コ
謳
γ
￥
て
下
准
ユ〉
口〉
褒

コヽ
田
一目
尋
寺
日
ＯＩ
下
燿

）ヽ
を
γ
■
ι
さ

。準
以
彰
ン
ツ
準
￥
尋
享
数
以
０
連

■ヽ
コ
γ
推
認
゛

留
⑦
マ
ツ
７

，
出日
撃
⑦
習
下滋
⑦
動
号
菓
γ
γ
゛
γ
ｙ
●
γ
盲
Ｆ
以
０
下
「
重
γ
⑦
ッ

＊ヽ
て
下
濯

》
回〉
ヨ

）ヽ
γ
■
準
０
琢
以
η
￥
軍
ク
ル
６
Ｔ
コ
γ
襲
「い
⑦
珊
骨
営
ュ〉
と
γ
髭
⑦
営
諺
号
―
や
暉

嬰
⑫
鰹
配
童
号
と
童
影
⑦
囮
〓

）ヽ
≫
慟
違
「
鷹
嬰
孝
ク
難
以
準
ν
ｒ
以
■
計
目
尋
６
≫
０
％
準

ツ
ν
マ
）
「
瑠
豊
褒

ツヽ
宰
以
）
マ
コ
準

，
量
以
η
ャ
￥
癖
ａ
彗
ル
ギ
と

，
２
■

利ヽ
％
γ
Ｗ

ｏ準
準
０
鉢
以
和
撃
尋
曽
挙
以
■
７
７
■
■
■
百
勤
γ
ν
準
軍
「
平
軍
⑦
轟
単

，
，

単

割
Ｗ

７ヽ
ヾ
轟
■
癖
叫
難
⑦
□
Ｙ

・
専
豊
■
７
ｆ
引
係
園
⑦
獲
７
７
日
「
脅
ヾ
ｑ
靱
↓
以
■
ツ

ｏ
γ
■
準
６
●
準
以
■
普
筆
コ
業
再
Ｏ
Ｚ
Ｚ
９
ユ〉
Ｍ
珈
８Ｉ

６ヽ
９
９
Ｙ
叫
⑫
ユ〉
Ｍ
珈
孝
γ
推
和
コ
軍
多
ａ
筆
士

刊ヽ
祟
■
ロ
ュ〉
γ
ｏ
９
２
ビ
一Ｚ
０
０
シ
ユ〉
Ｍ
珈

９Ｉ

マヽ
ア
γ
■
７
係
以
■
珈
》
９
）
ユ〉
口〉
褒
ヱ〉
Ｍ
珈
図
７
田
撃
コ
ル
Ｚ
筆
士
）
ヱ〉
甲
珈
口〉
ョ
宗

。準
準
Ｑ
ン
７
●
７
●
口〉
％
）
》
７
難
昇
⑦
百
ヱ〉

尋ヽ
ρ
量
γ
η

準
γ
硬ヽ
尋
寺
日
ＯＩ
下
准
多
】〉
口〉
褒
ユ〉
Ｍ
珈
図
７
￥
中
田
撃

寺ヽ
Ｖ
ツ
γ
硬ヽ
尋
寺
０
０
０
Ｚ
轟
里

囲

翻

率

舜

登
〉褒
珈

絆
訴
Ｐ
⑦
腱
疑
撃
Ｓ
躍

¥星日ゞF: さ幸
`彰

案「

醤し
`↓

ヨ予MI‖

メlT¥中田早|



写真は前列左から

青木、加賀谷、金子、杉本、松原、菅野

中列左から

大藤、日井、山田、森、鹿森、加藤

(敬称略)

後夕ll左 から

鈴木、古部、黒澤、雨宮、山下

左上円内左から

山越、西部、山中、斉藤

ヽ
―
―
―
―
―
―
―
ノ

すまヽ

．
―
しざザ

』
』つとでめお年周ｎ

Ｕ

■
―
ロ

会        長

副会長 (兼 総務部長 )

副会長 (兼 財務部長)

副会長 (事業関係担当)

福 祉 厚 生 部 長

環 境 衛 生 部 長

防 災 防 犯 部 長

交 通 安 全 対 策 部 長

青 少 年 育 成 部 長

女  性  部  長

体   育  部  長

(加賀谷副会長兼務)

森   美代子

山 下 紀 雄

一

明

昭

之

品

亨

勝

敏

三

一

春

隆

常

勝

勝

　

　

敏

正

慎

喜

貞

原

野

澤

中

森

木

井

藤

部

藤

部

松

菅

黒

山

鹿

鈴

臼

斉

西

大

古

事

事

事

事

事

事

事

事

事

事

事

監

監

理

理

理

理

理

理

理

理

理

昭

光

一

夫

民

Ｒ
Ｐ

白

い四

勝

正

正

一

幸

幸

本

谷

子

木

越

田

宮

藤

賀

杉

加

金

青

山

山

雨

加

■ヘ
衛醸

孟

-11-



―ZI―

ｏ準
準
■
７
●
２
章
呈
一⑦
●
４
嗜

コヽ
Ｔ
■
申
０
蜂
嗜
尋
曽
疑
Ｐ
⑦
準
撃

準
撃
慟
たｖ
⑦
図
７
￥
中
田
事
以
η
ツ

Ｌ
〉
口ｖ
褒
ュ〉
Ｍ
珈
図
７
￥
中
田
撃
）
γ
η
準
６
を
「
慟
薔

ｏ準
撃
コ
Ｔ
η
申
●

醐
嗜
ι
くｆ
準
準
６
飾
尋
爵
軍
Ｆ
⑦
昌

一　

以ヽ
⑦
準
準
●
Ｒ
Ｆ
以
輩
艶
Ｏ
畔
６
准
以
■
７
↓
斡
⑦
９

日
孝
監
￥
⑫

「
フ
劇
Ｃ
ヾ
％
準
ι
日ヽ〉
澤
最
や

マヽ
鄭
Ｙ
」

γヽ
、筆
尋
±
７
型
昇
⑦
冒
単

２ヽ
ｒ
●

）
ｙ
宰
７
を
聯
図
コ
ι
Ｔヽ
⑦
コ

）ヽ
準
準
０
年
以
γ
く硬
尋
Ｖ
割
ツ
γ
ヾ
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札幌市清田区区長

南  槙子 さん

１０
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す

札
幌
市
清
田
区
区
長

　

南

　

　

　

榎

　

子

清
田
中
央
地
区
町
内
会
連
合
会
創
立
１０
周
年
記
念
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
。

清
田
中
央
地
区
町
内
会
連
合
会
は
、
平
成
２
年
４
月
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
総
意
に
よ
り
、

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
清
田
地
区
町
内
会
連
合
会
か
ら
分
町

し
、
今
日
の
活
発
な
町
内
会
活
動
を
み
る
に
至

っ
て
お
り
ま
す
ｃ

そ
の
間
、
町
内
会
役
員
の
皆
様
を
始
め
会
員
各
位
の
熱
意
と
弛
ま
ぬ
ご
努
力
に
よ
り
、
緑
豊
か

な
自
然
環
境
と
見
事
に
調
和
し
た
、
地
域
住
民
の
心
が
ふ
れ
あ
う
素
晴
ら
し
い
街
に
発
展
し
て
お

り
、
こ
こ
に
改
め
て
深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
ご
ざ

い
ま
す
。

清
田
区
で
は
、
昨
年
３
月
に
区
内
在
住
の
学
識
者
、
各
種
団
体
代
表
、
地
域
代
表
者
の
ご
協
力

を
頂
い
て
、
将
来
の
街
づ
く
り
の
指
針
と
な
る

「清
田
区
ま
ち
づ
く
リ
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
０
」
を

策
定
い
た
し
ま
し
た
。
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
各
位
に
は
深
く
感
謝

中
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
私
ど
も
、
区
政
に
携
わ
る
も
の
と
し
て
清
田
区
に
惜
し
み
な
い
愛
情

を
傾
け
て
下
さ
る
多
く
の
区
民
が
お
ら
れ
る
こ
と
は
と
て
も
心
強
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

地
域
の
皆
様
が
本
当
に
こ
の
地
区
に
住
ん
で
暮
ら
し
て
、
良
か

っ
た
と
言
え
る
よ
う
な
ま
ち
づ

く
り

へ
の
特
効
薬
も
近
道
も
あ
り
ま
せ
ん
．

今
後
、
私
ど
も
は
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
に
描
か
れ
た
大
き
な
目
標
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
が
、
ふ
れ
あ
い
と
ゆ
と
り
の
あ
る

「き
よ
た
の
街
」
の
創
造
を
確
実
な
も
の
に
す
る
た
め

に
も
、
清
田
中
央
地
区
町
内
会
の
皆
様
の

一
層
の
お
力
添
え
に
ご
期
待

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
清
田
中
央
地
区
町
内
会
連
合
会
が
創
立
１０
周
年
を
契
機
に
、
会
員
相
互
の
連

帯
の
絆
を

一
層
深
め
ら
れ
、
来
る
べ
き
輝
か
し
い
２１
世
紀
に
向
か
っ
て
更
な
る
ご
発
展
を
衷
心
よ

り
ご
祈
念
申
し
上
げ
て
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。
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札幌市市政功労者

菅井  盈 氏

１０
周
年
を
祝
す

札
幌
市
市
政
功
労
者

　

菅

　

井

　

　

　

盈

考
え
て
み
ま
す
と
、
私
の
市
議
生
活
２８
年
間
の
殆
ど
は
清
田
団
地
の
環
境
整
備
の
た
め
に
費
や

さ
れ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
昭
和
４７
年
数
人
の
団
地
在
住
者
に
案
内
さ
れ
、
団
地
内
を
視
察

し
た
と
き
の
率
直
な
感
想
は

「
こ
こ
は
本
当
に
札
幌
市
の
住
宅
地
な
ん
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
事
で

あ
り
ま
し
た
。
当
時
の
状
況
を
簡
単
に
列
挙
し
ま
す
と
、
道
路
は
砂
利
道
で
風
が
吹
け
ば
砂
塵
が

舞

い
、
雨
が
降
れ
ば
流
れ
る
で
家
庭
で
は
窓
を
開
け
ら
れ
な
い
。
洗
濯
物
は
外
に
千
せ
な
い
。
外

出
は
長
靴
．水
は
簡
易
水
道
で
タ
ン
ク
か
ら
遠
い
家
庭
で
は
時
間
に
よ

っ
て
は
水
が
出
な
く
な
る
。

下
水
道
は
無
い
　
バ
ス
も
便
数
が
少
な
い
。
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
陸
の
孤
島
と
同
じ
で
あ

っ
た
。

さ
て
、
こ
の
整
備
に
つ
い
て
は
団
地
町
内
会

（当
時
は

一
町
内
会
）
の
有
力
者
と
相
談
し
、
先

ず
議
会
で
は
粗
悪
同
地
対
策
費
と
し
て
、
年
間
２
千
万
円
の
予
算
計
上
を
行
い
、
道
路
は
幹
線
か

ら
数
年
を
か
け
て
す
べ
て
の
道
路
を
舗
装
化
す
る
。
公
図
と
現
況
の
ズ
レ
を
現
況
に
合
わ
せ
て
、

公
図
を
訂
正
す
る
。
上
水
道
を
導
入
し
、
そ
の
後
下
水
道
も
敷
設
す
る
。
そ
の
為
に
小
学
校
を
建

設
さ
せ
る
。
（小
学
校
に
は
必
ず
上
下
水
道
が
完
備
さ
れ
る
か
ら
）
中
央
バ
ス
に
は
、
夏

・
冬
の

ダ
イ
ヤ
変
更
の
際
に
増
便
を
陳
情
す
る
。
こ
の
環
境
整
備
が
進
む
に
つ
れ
団
地
町
内
会
の
在
住
者

も
瞬
く
間
に
ふ
く
れ
上
が
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
分
町
の
話
が
持
ち
上
が
り
、
Ｏ
Ｏ
区
と
呼
ば
れ
て

い
た
単
位
で
町
内
会
を
作

っ
て
現
在
の
９
町
内
会
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
現
在
の

清
田
中
央
地
区
町
内
会
連
合
会
に
集
約
し
て
か
ら
も
う
１０
年
の
月
日
が
経

っ
た
、
と
思
う
と
本
当

に
感
無
量
の
思
い
が
致
し
ま
す
。
清
雲
橋
や
町
内
会
館
、
公
園
等
に
つ
い
て
も
想
い
出
は
尽
き
ま

せ
ん
。
先
人
は
勿
論
現
在
の
連
町
の
役
員
や
皆
の
大
変
な
苦
労
の
積
み
重
ね
が
私
た
ち
の
生
活
環

境
の
改
善
に
結
び
つ
い
て
き
て
い
る
事
を
思
う
と
き
、
節
日
で
あ
る
１０
周
年
を
迎
え
て
過
去
を
振

り
返
り
、
将
来
に
向
け
て
新
た
な
決
意
を
皆
で
語
り
合
う
意
義
あ
る
１０
周
年
記
念
祝
賀
の

一
年
と

し
た
い
も
の
で
す
。
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貴
重
な
足
だ
っ
た
自
転
車

第
３
代
所
長

町
連
創
立
１０
周
年
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

私
が
３
代
目
の
連
絡
所
長
と
し
て
赴
任
し
た
の
が
平
成
７
年
２

月
、
退
任
し
た
の
が
９
年
３
月
で
、
在
任
期
間
１
年
１０
ヶ
月
と
い

う
事
で
、
歴
代
連
絡
所
長
の
中
で
は
最
も
短
期
間
の
勤
務
で
あ

っ

た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
間
、
故
桐
生
会
長
さ
ん
を
は
じ
め
、
地
域
の
皆
様
に
は
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

私
ご
と
で
す
が
、
連
絡
所
の
自
転
車
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

就
任
早
々
に
、
こ
の
自
転
車
で
団
地
内
を
見
て
廻

っ
て
以
来
、

私
の
貴
重
な
足
と
な
り
大
活
躍
し
て
く
れ
ま
し
た
。
今
、
こ
の
愛

車
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

又
、
花
苗
植
え
、
夏
ま
つ
り
、
盆
踊
り
、
敬
老
会
、
新
年
交
礼

会
な
ど
、
思
い
出
多
い
行
事
が
沢
山
あ
り
、
地
域
の
多
く
の
方
々

と
出
あ
い
、
知
り
あ
い
、
話
し
あ
い
し
た
事
が
私
に
は
大
変
な
勉

強
に
な
り
、
そ
の
後
の
仕
事
に
大
い
に
役

立

っ
て
お
り
ま
す
。

＝
転
勤
…
そ
の
後
＝

。
都
市
局
再
開
発
地
域
計
画
課
長

・
都
市
局
市
街
地
整
備
部
総
務
課
長
（現
）

今
で
は
忘
れ
ら
れ
な
い
地
区
に

第
４
代
所
長

岡

村

龍

一

清
田
中
央
地
区
町
内
会
連
合
会
が
、
設
立
１０
周
年
を
迎
え
ら
れ

ま
し
た
事
を
、
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
が
勤
務
中
に
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
皆
様
の
連
帯

感
あ
ふ
れ
る
街
づ
く
り

へ
の
熱
意
に
、
改
め
て
深
く
敬
意
を
表
し

ま
す
と
共
に
、
ご
厚
情
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

連
絡
所
勤
務
中
に
は
様
々
な
思

い
出
が
沢
山
あ
り
ま
す
が
、

数
々
の
思
い
出
も
や
は
り

「人
と
の
出
あ
い
」
に
尽
き
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

私
に
と

っ
て
、
大
切
な
出
あ
い
が
あ
り
ま
し
た
し
、
こ
の
出
あ

い
は
か
け
が
え
の
な
い
財
産
と
な
り
ま
し
た
。

清
田
中
央
地
区
は
、
今
で
は
私
に
と

っ
て
、
札
幌
で
も
最
も
知

己
が
多
く
、
懐
か
し
さ
を
覚
え
る
忘
れ
ら
れ
な
い
地
区
と
な

っ
て

お
り
ま
す
。

言
葉
に
は
尽
く
せ
ま
せ
ん
が
、
清
田
中
央
地
区
町
内
会
連
合
会

の
、
今
後
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
皆
様
の
ご
健
康
を
お
祈
り
し
ま

し
て
、
お
祝
い
と
お
礼
の
ご
挨
拶
と
致
し

ま
す
、‐

＝
転
勤
…
そ
の
後
＝

。
下
水
道
局
総
務
部
経
営
企
画
課
長
（現
）

4回

川

菫ユ
ニユ

JL、
′ロ

町 連 創 立 10周 年 レ、
ごかいヽ

●
Ｊ
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私
た
ち
の
清
田
中
央
町
連
が
、
平
成
２
年
４
月
に
そ
れ
迄
所
属
し

て
い
た
清
田
町
連
か
ら
分
離
、独
立
し
て
今
年
１０
周
年
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
新
し
い
町
連
を
つ
く
る
に
当
た
っ
て
の
数
々
の
問
題
、
苦

労
話
な
ど
、
当
時
こ
の
問
題
に
関
係
し
て
い
た
方
々
に
集
ま
っ
て
い

た
だ
き
座
談
会
を
開
催
し
ま
し
た

（１２
年
２
月
１２
日
）
。

旧
団
地
会
館
が
出
発
点
…
連
絡
所

司
　
会
　
本
日
は
皆
さ
ん
お
忙
し
い
中
、
座
談
会
に
ご
出
席
戴
き
有
難

う
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
案
内
の
通
り
町
連
創
立
１０
周
年
の
記
念
誌
の
中
に
、
創
立
時

の
、
い
わ
ば

「生
ま
れ
出
ず
る
悩
み
」
に
ど
の
様
に
対
処
し
て
き

た
の
か
、
問
題
点
、
苦
労
話
な
ど
を
し
て
戴
き
、
町
連
活
動
の
原

点
を
確
認
し
て
今
後
の
活
動
に
役
立
て
た
い
と
願

っ
て
い
ま
す
の

で
宜
敷
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

始
め
る
前
に
お
願
い
で
す
が
、
本
来
な
ら
こ
の
座
談
会
に
主
役

と
し
て
出
席
の
上
、
大
い
に
語

っ
て
戴
き
た
か

っ
た
４
人
の
方
、

守
屋

・
北
澤
両
前
相
談
役
、
桐
生
前
会
長
、
中
内
前
副
会
長
で
す

が
、
ご
承
知
の
通
り
、
残
念
で
す
が
１０
周
年
を
目
前
に
夫
々
病
に

倒
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
座
談
会
を
始
め
る
に
当
た

っ
て
黙
祷
を

捧
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。―

‐黙
祷
―

‐有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

清
田
町
連
か
ら
分
離
、
独
立
す
る
に
当
た

っ
て
、
当
初
市
側
と

し
て
は
人
口
の
問
題
、
連
絡
所
の
問
題
な
ど
で
難
色
を
示
し
て
い

た
等
と
い
う
話
を
聞
い
て
居
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
事
は
あ
と
で

ゆ
つ
く
り
お
聞
き
す
る
事
と
し
て
、
最
初
に
、
先
程
も
冗
談
話
を

さ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
土
屋
さ
ん
が
初
代
連
絡
所
長
と
し
て
当

時
の
清
田
団
地
会
館
の
薄
暗

い
、
そ
の
上
異
様
な
匂

い

（汲
取
式

ト
イ
レ
、
葬
式
の
線
香

①
討
）
の
た
ち
こ
め
る
２
階
で
、
職
員
の

沖
野
さ
ん
と
２
人
で
事
務
を
開
始
し
た
の
で
す
が
、
今
は
笑
い
話

で
す
が
、
当
時
は
や
は
り
大
変
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
が
―

‐

土
　
屋
　
平
成
２
年
、
管
財
に
い
て
課
長
職
に
あ
が
り
、
最
初
の
仕
事

が
こ
の
清
田
中
央
連
絡
所
長
と
い
う
事
で
、
先
ず

清
田
中
央
と
い
う
の
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
ら
始
ま

り
、
ど
こ
が
連
絡
所
に
な
る
の
か
と
思

っ
て
い
た

ら
、
団
地
の
ど
ま
ん
中
に
あ

っ
た
団
地
会
館
の
２

階
の

一
室
と
い
う
事
で
、
４
月
か
ら
翌
年
３
月
迄
、
こ
こ
で
業
務

を
行

っ
た
の
で
す
が
、
私
た
ち
が
苦
労
し
た
と
い
う
よ
り
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
不
自
由
を
か
け
た
の
で
は
―

と
思

っ
て
居
り
ま
す
。

平
成
３
年
３
月
に
、
連
絡
所
、
地
区
会
館
、
児
童
会
館
の
総
合

会
館
が
完
成
、
大
変
居
心
地
の
良
い
環
境
の
中
で
仕
事
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
ｃ

司
　
会
　
土
屋
さ
ん
は
初
代
所
長
と
い
う
事
で
、
本
来
の
連
絡
所
業
務

の
ほ
か
に
、
町
連
の
組
織
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
も
役
員
の
方
々

と
苦
労
を
共
に
し
、
時
に
は
泊
ま
り
こ
ん
で
―

‐と

い
う
事
も

あ

っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

当
時
の
問
題
吉
労
と
い
う
の
を
大
き
く
分
け
る
と
、
先
ず
清
田

町
連
か
ら
分
離
、
新
町
連
を
つ
く
る
た
め
の
苦
労
と
、
（１
町
連
、

１
連
絡
所
）
の
市
の
方
針
を
充
た
す
た
め
の
会
館
づ
く
り
の
２
つ

だ

っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
北
垣
さ
ん
は
当
初
か
ら
副
会
長
を
や
っ

て
こ
ら
れ
た
方
で
す
か
ら
、
創
立
前
後
の
問
題
に
つ
い
て
は

一
番
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が
逆
に
こ
の
事
が
会
館
づ
く
り
を
早
め
た
事
に
も
な

っ
た
と
思
い

ま
す
。

司
　
会
　
亡
く
な

っ
た
中
内
さ
ん
が
、
市
民
部
長
と
大
喧
嘩
し
て
、
席

を
立

っ
た
と
い
う
の
は
有
名
な
話
で
す
よ
ね
。

雨
　
宮
　
そ
の
時
の
市
民
部
長
さ
ん
は
、
す
ぐ
顔
色
を
変
え
て
、
赤
く

な

っ
た
り
青
く
な

っ
た
り
、今
思
う
と
本
当
に
申
し
訳
な
い
で
す
。

町
連
＝
生
ま
れ
出
ず
る
悩
み

北
　
垣
　
平
成
元
年
か
ら
町
連
結
成
に
動
き
出
し
て
、
私
１
月
か
ら
記

録
し
て
い
ま
す
が
、
１
月
１
４
月
は
夫
々
の
総
会
が
あ
る
の
で
間

を
お
い
て
、
５
月
か
ら
１２
月
ま
で
、
毎
月
１
１
２
回
、
び

っ
し
り

準
備
委
員
会
、
対
外
接
渉
と
走
り
廻
り
、

１２
月
６
日
に
清
田
町
連

と
の
話
し
合
い
が
つ
い
た
と
こ
ろ
で
、
準
備
委
員
会
を
創
立
準
備

委
員
会
に
切
替
え
ま
し
て
、

１２
月
２５
日
、
総
会
で
き
め
る
べ
き
骨

子
と
役
員
の
選
考
委
員
を
き
め

（委
員
長
桐
生
氏
）、
さ
ら
に
２８

日
役
員
選
考
委
員
の
経
過
報
告
を
問
い
て
、
そ
れ
で
は
と
会
長
に

桐
生
氏
（当
初
守
屋
さ
ん
を
予
定

＝
固
辞
）副
会
長
に
私
と
、
中
内
、

杉
本
両
氏
を
内
定
、
会
則
、
予
算
、
事
業
計
画
案
を
つ
く
り
、
数

回
の
創
立
準
備
委
員
会
を
経
て
、
翠
２
年
３
月
２５
日
に
創
立
総
会

を
開
催
、
原
案
通
り
会
則
、
事
業
計
画
、
予
算
案
を
承
認
、
役
員
を

選
出
し
て
、
こ
こ
に
清
田
中
央
地
区
町
連
が
誕
生
し
た
の
で
す
。

只
、
会
則
に
つ
い
て
は
、
当
初
清
田
町
連
の
会
則
を
そ
の
ま
ま

も

っ
て
き
た
の
で
す
が
、
地
域
ご
と
の
特
性
も
あ
り
、
い
ろ
ん
な

事
で
検
討
を
加
え
て

一
部
を
手
直
し
て
３
月
２１
日
漸
く
原
案
が
出

来
あ
が

っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

司
　
会
　
会
則
に
つ
い
て
は
、
多
数
の
手
直
し
を
し
た
も
の
の
、
清
田

町
連
の
会
則
を
そ
の
ま
ま
も

っ
て
き
た
た
め
、
部
長
委
嘱
の
段
階

で
き
し
み
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
つ
ま
り
会
則
で
は
町
内
会
長
全
員

が
理
事
で
、
こ
の
理
事
の
中
か
ら
会
長
以
下
各
専
門
部
長
を
選
出

し
て

（但
し
、
女
性
部
長
、
交
通
安
全
対
策
部
長
、
体
育
部
長
は

除
く
）
理
事
会
を
構
成
、
更
に
こ
の
理
事
に
、
女
性
、
交
通
、
体

育
の
３
部
長
を
加
え
て
役
員
会
を
構
成
す
る
事
に
な

っ
て
い
ま

す
‐
そ
し
て
理
事
会
は

「会
長
が
必
要
と
認
め
た
時
、
部
長
を
理

事
会
に
出
席
さ
せ
、
意
見
を
求
め
る
こ
と
が
出
来
る
」
と
な

っ
て

い
て
、
同
じ
役
員
で
あ
り
な
が
ら
、
理
事

（町
内
会
長
）
と
、
町

内
会
長
で
な
い
部
長
と
の
間
に
差
別
が
あ
る
と
い
う
事
で
部
長
就

任
の
要
請
を
拒
否
す
る
と
い
う

一
幕
が
あ
り
ま
し
た
よ
ね
。

北
　
垣
　
町
連
は
単
町
の
集
合
体
で
、
清
回
の
場
合
５０
数
人
の
町
内
会

長
が
理
事
会
を
構
成
し
て
、
こ
れ
に
会
長
で
な
い
専
門
部
長
が
数

人
参
加
し
て
役
員
会
を
構
成
し
て
う
ま
く
い
っ
て
い
た
。
清
田
中

央
の
場
合
、
人
数
の
比
率
か
ら
い
つ
て
必
ず
し
も
こ
の
形
が
良

い

と
は
言
え
な
い
が
、
と
り
あ
え
ず
今
年
は
こ
れ
で
い
っ
て
、
来
年

是
正
し
よ
う
と
提
案
し
た
が
受
け
い
れ
ら
れ
ず
、
当
初
予
定
し
て

い
た
部
長
を
断
念
、
別
の
人
に
お
願
い
し
た
訳
で
す
こ

司
　
会
　
ま
あ
、
そ
ん
な
事
が
あ

っ
た
り
し
て
少
し
も
た
つ
い
た
の
で

す
が
、
全
体
と
し
て
は
、
熱
心
な
運
動
が
み
の
っ

て
連
絡
所
が
出
来
た
。
町
連
も
独
立
し
た
。
間
も

な
く
新
し
い
複
合
会
館
も
出
来
る
と
い
う
事
で
、

喜
び
の
中
で
創
立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

司
　
会
　
こ
ん
な
風
に
し
て
豊
平
区
で
は
最
小
の
、

１０
番
目
の
連
合
町
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に
ス
ナ
ッ
ク
ヘ
行
く
と
、
３
０
０
０
円
の
お
願
い
に
そ
れ
以
上
の

投
資

（飲
み
代
）
を
し
た
り
、
本
当
に
皆
さ
ん

一
生
懸
命
で
し
た
。

又
、
東
連
絡
協
議
会
か
ら
も
協
力
を
い
た
だ
い
た
り
、
各
戸
の

負
担
金
に
つ
い
て
も
積
極
的
な
御
協
力
で
予
定
以
上
の
お
金
が
集

ま
り
、
後
日
お
返
し
す
る
と
い
う
状
態
で
し
た
。

金
　
子
　
そ
の
点
、
私
会
計
を
や
っ
て
い
ま
し
て
、
会
計
を
引
き
受
け

た
時
は
、
ま
だ
１
世
帯
あ
た
リ
ナ
ン
ボ
に
す
る
か
、

１
万
円
か
ら
７
０
０
０
円
ぐ
ら
い
で
論
議
さ
れ
て

い
た
ん
で
す
が
、
最
終
的
に
は
、
全
体
的
に
入

っ

て
く
る
金
、
寄
附
の
予
想
が
た
て
ら
れ
る
金
額
な

ん
か
を
計
算
し
て
、
負
担
金
を
４
０
０
０
円
位
に
見
た
訳
さ
。
そ

の
あ
と
更
に
３
５
０
０
円
、
最
終
的
に
は
３
２
０
０
円
と
い
う
事

に
な

っ
て
お
願
い
す
る
事
に
な

っ
た
ん
だ
ね
。
然
し
、
こ
れ
も
決

算
で
１
戸
当
た
り
２
０
０
円
が
残
り
後
で
各
町
１０
会
に
払
い
戻
し

を
し
た
ん
だ
ね
。

北
　
垣
　
団
地
会
館
の
処
分
の
問
題
で
は
、
随
分
苦
労
さ
れ
て
い
る
な

あ
と
思
い
ま
し
た
。

金
　
子
　
そ
う
、
一
番
苦
労
し
た
の
が
団
地
会
館
の
処
分
な
ん
で
す
が
、

何
故
か
と
い
う
と
、
こ
の
会
館
の
名
義

（地
権
者
）
は
、

２０
年
位

前
の
団
地
町
内
会
役
員
１６
１
１７
人
に
な

っ
て
い
て
、
処
分
に
つ
い

て
は
こ
の
人
た
ち
の
了
解
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２０
年
も
経

っ
て
い
る
の
で
そ
の
人
た
ち
も
バ
ラ
バ
ラ
に
な

っ
て

お
り
、
又
本
人
が
死
ん
で
子
供
の
代
に
な

っ
て
い
た
り
。
中
に
は

自
分
の
親
が
地
権
者
の

一
人
で
、
そ
れ
を
売
却
す
る
な
ら
分
け
前

を
も
ら
い
た
い
と
駄
々
を
こ
ね
、
裁
判
沙
汰
に
は
な
ら
な
か

っ
た

け
ど
そ
ん
な
話
が
出
た
り
、
い
ろ
い
ろ
の
事
が
あ

っ
た
け
ど
、
会

館
運
営
委
員
会
も
解
散
、
亡
く
な

っ
た
北
沢
さ
ん
の
活
躍
で
、
２

５
０
０
万
円
で
売
れ
た
訳
で
す
。
こ
れ
は
会
館
建
設
資
金
の
５０
％

に
当
た
り
ま
す
。

雨
　
宮
　
地
権
者
が
沢
山
い
て
、
す
ん
な
リ

ハ
ン
を
押
す
人
も
い
る
が

名
前
だ
け
な
の
に
、
自
分
の
財
産
と
勘
違

い
す
る
人
も
い
て
―

‐

北
　
垣
　
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
沢
山
い
る
の
。

雨
　
宮
　
当
時
、
会
館
運
営
委
員
会
と
い
う
の
が
あ

っ
て
、
こ
の
初
代

の
委
員
の
皆
さ
ん
が
登
記
上
の
名
義
人
に
な

っ
た
の
で
す
．

土
　
屋
　
普
通
だ

っ
た
ら
町
内
会
で
登
記
し
て
町
内
会
名
義
に
出
来
る

ん
だ
け
ど
、
当
時
は
全
部
名
義
は
個
人
だ

っ
た
ん
で
す
。

金
　
子
　
名
義
に
な

っ
て
い
る
人
が
別
の
土
地
に
行

っ
て
亡
く
な
り
子

供
の
時
代
に
な

っ
て

い
る
も
ん
だ
か
ら
子

供
が
３
人
い
る
と
３

人
の
了
解
が
必
要
に

な
る
訳
で
す
。

司
　
会
　
昭
和
５１
年
の
役

員
会
で
、
寄
贈
者
の

北
澤
さ
ん
か
ら

（当

時
町
内
会
長
）
こ
う

い
う
形
で
登
記
し
た

い
と
提
案
さ
れ
、
了

承
さ
れ
て
、
こ
の
様
な

形
に
な
っ
た
ん
で
す
。

昭和51年拓住建設 (北澤治社長)か ら正式に寄贈された団地会館
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町連あげてのあしりべつ川清掃 平成2年 6月 清雲橋開通式   平成 2年 6月 第 1回区長懇談会

平成 3年 2月 総合会館完成
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壮
年
野
球
大
会
　
優
勝

ク
　
婦
人
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
　
優
勝

町
連
敬
老
会

体
育
の
日

（大
縄
と
び

。
つ
な
引
き
大
会
）

防
火
イ
ベ
ン
ト

（緑
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
）

町
連
だ
よ
り
２
号
発
行

連
絡
所
々
長
歓
送
迎
会

（２
代
所
長
、
遠
田
啓
治
郎
氏
着
任
）

第
３
回
町
連
定
期
総
会

区
長
懇
談
会

豊
平
区
花
ラ
ン
ド
植
花
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回8彰

彗
撃
―ｌｒ

ｃ
ヽ
６
■
９
　
　
日

針
日

９
　

　

　

卑

２
製

■

４
∠
一２
図
士
百軍
　
　
日

乙
日

９
　

　

　

阻

ヱ
〉
燿
攣
薔
図
　
　
日

Ｚ
日

９
　

　

　

翻

ュ
ｖ
響
師
〓
褒
珈
回

Ｓ
彰
　
　
日

死
日

９
　

　

　

蜘

（‡
９
筆
士
）
酬

影

疑
喜

，
Ｏ

ｆ
ｙ
褒
珈
　
　

日

針
日

＝
　

　

　

卿

「
鷹

ョ
≫

乎
」

褒
珈
　
　

日

０１
日

ＯＬ
　

　

　

卿

ヱ
〉
陥
躍
半
挙
図
推
　
　
日
に
日
６
　

　

　

垣

ュ〉
７
瑠
褒
珈
　
　
日
針
日
６
　
　
　
に

〓ｖ
Ｙ
Ｏ
鼎
Ｗ
回
口〉
撃
褒
軍

日
＝
・飩
日
８
　
　
　
Ｊ

６

ｃ
羊
貿
露
褒
単

リヽ
ョ
黒

日
に
・
∝
日
∠
　
　
　
螂

（Υ
二
理
耐
ツ
）
雛
Ⅵ
Ｙ
孟
具
専
ユ〉
Ｖ
Ｉ
　
　
　
　
日
∠
　
　
　
餞

攣
製
ヨ
κ
∠
一蹴
図
士
百軍
　
　
日
針
日
９

ヱ〉
燿
攣
醤
図
　
　
日
Ｚ
日
９

》
靭
師
〓
褒
珈
回
フ
彰
　
　
日
針
日
９
　
　
　
　
‥

（ｔ
Ｓ
筆
土
）
壼

影
疑
各
８
６
ｆ
ｙ
褒
珈
　
　
日
鋭
日
＝
　
　
　
革

（饉
褒
＞
乎
）
日
⑦
単
勤
　
　
日
針
日
０１
　
　
　
８

ゴ
ヨ

ュｖ
７
漁
褒
珈
　
　
日
針
日
６
　
　
　
Ｘ
・

（ｙ
―ヾ
ィ
ァ
単
襲
）
紹
爵
　
イ
ー
■
１
乙
ム
￥
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理

（×
―ヾ
イ
ン
∠
乙
―
ィ
ζ
珈
箪
）
鮒
聟
　
率
蜀
寺
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
与

ユＶ
）十
一学
率
￥
イ
ル
イ
図
士
百軍
　
　
日
％
日
８
　
　
　
割

し
￥
６
期
じ
回
口〉
露
褒
章

日
針
・
＝
日
８
　
　
　
事

（瓢
褒
単
）
６
０
準
聾
ユ壬
撃
回
８
彰
　
　
日
―
日
８

彗
撃
―ｌｒ
ｃ
シ
０
■
９
　
　
日
Ｚ
日
９
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８
月
１２
日
　
　
第
７
回
商
店
街

・
南
連
協
夏
ま

つ
り

第
５
回
清
雲
橋
ま
つ
り

８
月
１３
・
１４
日

東
連
協
合
同
盆
踊
り
大
会

９
月
‐５
日
　
　
町
連
敬
老
会

１０
月
１０
日
　
　
町
連

「歩
く
運
動
」

昭和57年 から始められた交通安全

パレー ド (現在は南小、緑小合同) 10月 10日 体育の日の歩く運動 (平成4年～)

１１

月

２０

日

（
平

成

７

年

）

５

月

２１

日

６

月

１１

日

６

月

１２

日

６

月

１９

日

８

月

５

日

８

月

１３

・
１４

日

９

月

１５

日

１０

月

１０

日

１１

月

‐０

日

（平
成
８
年
）

５

月

１０

日

５

月

２３

日

７

月

１４

日

８

月

２

・
３

日

８

月

３

日

玉
本
会
館
管
理
人
死
去

（雨
宮
氏
管
理
人
に
）

町
連
だ
よ
り
５
号
発
行

第
６
回
町
連
定
期
総
会

豊
平
区
花
ラ
ン
ド
植
花

区
長
懇
談
会

連
絡
所
々
長
歓
送
迎
会

（第
３
代
所
長
　
石
川
豊
治
氏
着
任
）

第
６
回
清
雲
橋
ま
つ
り

第
８
回
商
店
街

。
南
連
協
夏
ま
つ
り

東
連
協
合
同
盆
踊
り
大
会

町
連
敬
老
会

町
連

「歩
く
運
動
」

町
連
だ
よ
り
６
号
発
行

第
７
回
町
連
定
期
総
会

区
長
懇
談
会

第
３
回
町
連
体
育
ま
つ
り

第
９
回
商
店
街

。
南
連
協
夏
ま

つ
り

第
７
回
清
雲
橋
ま
つ
り
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9月 15日 の町連の敬老会 (平成 2年～) 豊平区花ラントの一環…3号線の植花 (平成3年～)
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６
０
準
聾
一壬
撃
回
６
彰
　
　
日
％
日
∠

Ｌ
Ｌ

（髭

ヱ
ｖ
田

製

）

４

乙
一
ｌ

Ｋ

●

コ

マ

Ｔ

日

∠

・
９

日

９

　

　

　

筆

ュ〉
燿
躍
普
図
　
　
日
８
日
９
　
　
　
蜘

ュ〉
靭
師
〓
褒
珈
回
６
彰
　
　
日
嵐
日
９
　
　
　
印

″
弐

（ｔ
０１
筆
士
）
雌

影
影
喜
８
０
Ｆ
ｙ
褒
珈
　
　
日
針
日
引
　
　
　
「

ュ
〉
冨
筆
燿
園
図
田
撃
　
　
日

６
日

＝
　

　

　

“

￥
推
園

下ヽ
撃
図
田
撃
　
　
日
レ
日
＝
　
　
　
自

「饉
ョ
≫
乎
」
褒
珈
　
　
日
ＯＬ
日
鋭
　
　
　
製
判

】〉
７
猟
褒
珈
　
　
日
針
日
６
　
　
　
“
．、

（ψ
回
ＯＩ
）
筆
撃
立〉
鰹
露
半
暮
回
口〉
Ｔ
倒
響
童
彰
Ｔ

。
軍
冨
　
　
日
に
日
８
　
　
　
　
９
〉

〆
Ｆ

ヱ
〉
￥
慟
則
じ
回
口〉
讐
ョ
箪

日
＝
ｏ
斜
日
８
　

　

　

ｒ
ｙ

ａ

ｃ
準
萱
畢
里
果

・
雛
ヨ
単
回
ＯＩ
彰

日
に
ｏ
Ｚ
日
∠

Ｏ

ｃ
準
彗
ユ壬
磐
回
８
彰
　
　
日
Ｚ
日
∠
　

　

　

職

０

０
準
単
彰
褒
珈
回
フ
彰
　
　
日
斜
日
∠
　

　

　

抑

攣
製
Ｈ
κ
乙
（摯
図
士
百軍
　
　
日
８
日
９
　

　

　

曜

立
〉
燿
髭
晋
図
　
　
日
０８
日
９
　

　

　

却

ュ
ｖ
靭
師
軍
褒
珈
回
８
彰
　
　
日
針
日
９
　

　

　

零

（■
早
Υ

一
撃
絆
回
　
普
推
リ
フ
彰
）
　
　

　

　

　

　

　

　

　

網

ュ
〉
硬
薬
場
普

ク
担
撃
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日
乙
ロ
レ
　

　

　

↑
¨

（寺
６
筆
士
）
ま

影

疑

書

Ｚ

Ｏ

ｆ

ｙ

褒

珈

　

　

日

針

日

乙

　

　

　

珀

「鷹
蟄
＞
乎
」
褒
珈
　
　
日
鋭
日
鋭
　
　
　
酬

】〉
婆
漁
褒
珈
　
　
日
針
日
６
　
　
　
噌

ュ
ｖ
￥
衡
剛
じ
回
口〉
露
褒
軍

日
＝
・斜
日
８
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1観市溝書をた輻̀Iセ
ンター譲驚式

目
ロ
ョ
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平成10011年子供会合同餅つき大会   平成11年 4月 清田老人福祉センター開所

12 12 11 10 9
月 月 月 月 月
13 11 12 10 15
日 日 日 日 日

追 記 平 成 12年

８

月

１３

・
１４

日

８

月

２７

日

９

月

１５

日

１０

月

３

日

１０

月

‐０

日

１２

月

‐３

日

（平
成
１１
年
）

４

月

２３

日

５

月

‐６

日

６

月

２１

日

７

月

１４

日

７

月

‐９

日

７

月

２４

日

８

月

１５

日

８

月

‐６

・
‐７

日

９

月

４

日

第
１１
回
南
連
協

。
商
店
街
夏
ま
つ
り

東
連
協
合
同
盆
踊
り
大
会

区
民
ま
つ
り

町
連
敬
老
会

清
田
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
完
成
、
オ
ー
プ
ン
記
念
大
会

町
連

「歩
く
運
動
」

町
連
だ
よ
り
９
号
発
行

清
田
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
開
所
、
受
付
開
始

第
１０
回
町
連
定
期
総
会

区
長
懇
談
会

町
連
会
長
、
桐
生
重
春
氏
死
去

子
ど
も
‐１０
番
の
家
開
設
、
プ
レ
ー
ト
交
付
説
明
会

南
連
協

・
商
店
街
夏
ま
つ
り

町
連
だ
よ
り
１０
号
発
行

東
連
協
合
同
盆
踊
り
大
会

町
連
臨
時
総
会

（新
会
長
に
杉
本
勝
昭
氏
を
選
出
）

町
連
敬
老
会

町
連

「歩
く
運
動
」

町
連
前
副
会
長
　
中
内
春
松
氏
死
去

清
田
中
央
地
区
子
供
会
連
絡
会
合
同
餅

つ
き
大
会

町
連
だ
よ
り
１１
号
発
行

しん え い 西 自治 会 ・ 三 役 打 合 せ

第 12回 町 連 定 期 総 会

区 長 懇 談 会

少 年 消 防 ク ラ ブ 結 成 式

町 連 創 立 10周 年 記 念 式 典 祝 賀 会

3月 26日

5月 7日

5月 25日

6月 3日

7月 16日
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